
令和４年度
二級水系流域治水協議会
県管理河川大規模氾濫に関する減災対策協議会

（幹事会）

３ 関係機関からの情報提供
・佐賀地方気象台
・北部九州土地改良調査管理事務所
・佐賀県河川砂防課（地方債の活用）
・佐賀県ダム管理事務所
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線状降水帯の半日前予測【気象台の取組】
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地方債の活用

○地方公共団体が単独で実施する「防災・減災、国土強靭化対策」及び「公共施設等の老朽化
対策」を推進するため、地方債制度により、国土交通省と総務省が協調して支援を実施。

公共施設等適正管理推進事業債
【事業期間】
令和４年度 ～ 令和８年度

【地方財政措置】
起債充当率９０％ 交付税措置率３０～５０％

緊急浚渫推進事業債
【事業期間】
令和２年度 ～ 令和６年度

【地方財政措置】
起債充当率１００％ 交付税措置率７０％

防災・減災に資する河川改修等

緊急自然災害防止対策事業債
【事業期間】
令和３年度 ～ 令和７年度

【地方財政措置】
起債充当率１００％ 交付税措置率７０％

計画的な維持管理のための浚渫 河川管理施設の老朽化対策

【主な要件等】
地方単独事業として実施される事業のうち以下のもの
○国庫補助の要件を満たさない河川改修等
・総事業費１０億円未満の一級、二級河川の改修
・総事業費４億円未満の準用河川の改修
・普通河川の改修
など

○流域治水プロジェクトに位置づけられた流域対策
・雨水貯留浸透施設の整備、二線堤の築造

・移動式排水施設の整備
など

【主な要件等】
地方単独事業として実施される事業のうち以下のもの

○一級河川、二級河川、準用河川、及び普通河川に
おける緊急的に実施される浚渫

【主な要件等】
地方単独事業として実施される事業のうち以下のもの

○排水機場、水門、樋門・樋管等の機能に致命的な
影響を与えない部分の改修

○樋門・樋管等において国庫補助の要件を満たさな
い規模（事業費が概ね5千万円未満）の改修・更新

○護岸・堤防の改修

〇ダム本体及び周辺施設等において国庫補助の要
件を満たさない規模（事業費が概ね4億円未満）の
改修・更新

フラップゲートにおける活用事例

Before After
Before After

普通河川における活用事例

移動式排水施設の整備

Before After

準用河川における活用事例
AfterBefore

普通河川における活用事例

河川砂防課
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見学会（ダム機能説明）

〇ダムイベントにて
ダムに親しみを感じ、
ダムの機能（洪水調節、
洪水調節機能の限界）
を知ることで、防災
意識を高めていただ
いた。
☆来場者の声
・ダムが治水と利水に
貴重な役割を果たして
いることが分かった。
・子供にダムが何であ
るか仕組みを教えるこ
とができた。

水防災意識の向上と防災情報の的確な収集・伝達・理解・共有を推進するための取組
【防災意識の啓発】
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洪水被害軽減のための取組と既存施設運用の工夫等の取組 【既存施設運用等】

〇既存ダム洪水調節機能強化の取組（全１３ダムで、事前放流の実施）
①予め出水期中は常に通常より水位を低下させておく「期別の貯水位低下運用」を実施。
②大規模な洪水をもたらすような大雨が予想される場合、早ければ３日前からさらに利水容量の一部を事前放流。

■成果
・R3年8月豪雨を踏まえ、R4年出水期から武雄市内３ダムで出水期の貯水位を更に１ｍ下げ 貯留機能の強化を図った。
（台風１４号（R040917）における事前放流による水位低下実施を回避できた。）

①出水期（常時）

②大雨が予想される場合

2級 中木庭ダム 222.5ｍ -1.0ｍ 221.5ｍ

-2.0ｍ 109.0ｍ

2級 横竹ダム 180.5ｍ -0.5m 180.0ｍ

1級 狩立･日ノ峯ダム 111.0m

1級 矢筈ダム 100.6ｍ -2.0ｍ 98.6ｍ

ダム名 常時満水位

-1.0ｍ 181.5ｍ

2級 深浦ダム 40.6ｍ -0.5m 40.1ｍ

期別の貯水位低下運用

常時満水位から
の低下量

低下貯水位

期別の貯水位低下運用一覧（R040401更新）

常時満水位から
の低下量

低下貯水位

1級 平木場ダム 75.1ｍ -0.5m 74.6ｍ

区分 ダム名 常時満水位
期別の貯水位低下運用

2級 岩屋川内ダム 182.5ｍ

区分

2級 竜門ダム 100.7ｍ -0.5m 100.2ｍ

1級 伊岐佐ダム 250.5ｍ -0.8m 249.7m

有田ダム 111.0m -0.5m 110.5ｍ

2級 都川内ダム 56.4ｍ -0.5m 55.9ｍ

2級

-0.5m 97.6ｍ

1級 本部ダム 145.3ｍ -2.0ｍ 143.3ｍ

1級 井手口川ダム 98.1ｍ
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事前放流の検討「降雨監視」について（台風14号：令和4年9月17日での事例）
降雨監視の要請
（整備局等より）

24時間監視開始
（河川砂防課）

基準降雨超過確認
（河川砂防課
・ダム事務所）

予想雨量での
該当ダムの計算

（ダム管理事務所）

事前放流開始の
手続き開始

（ダム管理事務所）

ダム予測水位が
サーチャージを
超える場合。

監視継続
(ダム事務所)

ダム予測水位が
サーチャージを
超えない場合。

基準降雨を超える
とダムが赤く点灯

予測雨量による洪水予報
でのダム水位計算結果

サーチャージ水位まであと19㎝

※この計算結果では水位低下不要期別水位低下 常時満水位▽0.50
検討時のダム水位 常時万水位▽1.41

横竹ダム
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